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【別紙様式１】

平成１６年度学校経営計画表
１ 学校の現況

学校番号 ７０ 学校名 県立江戸崎高等学校 課程 全日制 学校長名 礒 田 績

（ ）事務 室教頭名 藤 咲 憲 一 中 村 常 雄 平 山 邦 寛長名
養護 常勤 非常勤 事務職 技術職実 習 教 諭 ， 実 習 講

教職員数 教諭 ２７ １ ８ ４ １２ ３ ５ 計 ６０
教諭 講師 講師 員 員等師 ， 実 習 助 手

生徒数 小学科 １年 ２年 ３年 ４年 合計 合計クラス数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

普 通 科 １１ １０ １２ １４ １６ １３ ３９ ３７ ３
農 業 科 １２ ０ １４ ０ １９ ０ ４８ ０ ３
園 芸 科 ８ １２ １７ ９ ２４ １１ ４９ ３２ ３
機械技術科 ２７ ０ ３３ ０ ２７ ０ ８７ ０ ３

２ 目指す学校像

実践的な教育を通して，次のような学校を目指す。
( 1 )１人ひとりの能力を開発し，自立と公共の精神を養う。
( 2 )勤労を重んじ，協調性に富み，心身共に健康な人間を育てる。
( 3 )個性を伸ばし，創造的で豊かな心を育てる。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む ）。

項目 現状分析 課題
学習指導 生徒の学習意欲が不十分であり，家庭学習の時間もほとん わかる授業をどう進めるか。

どない。
進路指導 進路実現に向けての意欲が弱く ために就職決定率も低い 進路について早い時期から考えさせるた， 。

めに何をすべきか。
生徒指導 校内外における基本的生活習慣やマナーの未熟さが目につ マナーアップをいかに図るか。

く。
教育相談 疎外感あるいは自分の気持ちを正しく表現できないため いかにして生徒の気持ちを受容し，自己

か，不満を持ち，物や人に当たる者が多い。 肯定感を育てるか。
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４ 中期的目標

， ， 。１ 生徒の意欲的な学習を促すために 特色ある教育課程を編成するするとともに 教科指導に関する研修を充実する
２ 進路実現のため，模擬面接・個人面談・進路ガイダンスなどを早い時期から行い，きめ細かな指導を行う。
３ 充実した学校生活やマナーアップのため，ＰＴＡや他の部と連携して，校内外登校指導，各種面接等を実施する。
４ 生徒の自己肯定感を育てるために，スクールカウンセラーと協力し，教育相談の充実を図る。

５ 年次ごとの重点目標

年次 重点目標 具体的目標 達成状況
基礎学力向上を図るための学 英語と数学の習熟度別学習の実施とともに，新規事業「高校
習指導の充実 生学力向上事業」等により基礎学力の向上を図る。

， 「 」 「 」生徒の個性，能力に応じるた 全学年 全職員による年２回の 模擬面接 及び 個人面談
， 。１年次 めの，適切な進路指導の充実 等を実施することにより 進路における早期目標設定を促す

基本的生活習慣を身につける 毎月１日のＰＴＡと連携した登校指導を実施するとともに，
ための生徒指導の充実 他の部と連携し「模擬面接」等により礼儀作法を学びマナー

アップを図る。
生徒の自己実現をはかるため 「スクールカウンセラー配置事業」により，カウンセラーの
の教育相談の充実 協力を得て全学年，年３回の「面談週間」等を実施し，問題

の早期発見を図るとともに生徒の成長を援助する。
基礎学力向上を図るための学 英語と数学の習熟度別学習の実施とともに，新規事業「高校

」 。 、習指導の充実 生学力向上事業 等により基礎学力の向上を図る 英語検定
漢字検定合格者２０名をめざす。
， 「 」 「 」生徒の個性，能力に応じるた 全学年 全職員による年２回の 模擬面接 及び 個人面談

， 。２年次 めの，適切な進路指導の充実 等を実施することにより 進路における早期目標設定を促す
大学合格者４名をめざす。

基本的生活習慣を身につける 毎月１日のＰＴＡと連携した登校指導を実施するとともに，
ための生徒指導の充実 他の部と連携し「模擬面接」等により礼儀作法を学びマナー

アップを図る。皆勤者を全生徒の１０％にする。
生徒の自己実現をはかるため 「スクールカウンセラー配置事業」により，カウンセラーの
の教育相談の充実 協力を得て全学年，年５回の「面談週間」等を実施し，問題

の早期発見を図るとともに生徒の成長を援助する。
基礎学力向上を図るための学 英語と数学の習熟度別学習の実施とともに，新規事業「高校

」 。 、習指導の充実 生学力向上事業 等により基礎学力の向上を図る 英語検定
漢字検定合格者５０名をめざす。
， 「 」 「 」生徒の個性，能力に応じるた 全学年 全職員による年２回の 模擬面接 及び 個人面談

， 。３年次 めの，適切な進路指導の充実 等を実施することにより 進路における早期目標設定を促す
大学合格者１０名をめざす。

基本的生活習慣を身につける 毎月１日のＰＴＡと連携した登校指導を実施するとともに，
ための生徒指導の充実 他の部と連携し「模擬面接」等により礼儀作法を学びマナー

アップを図る。皆勤者を全生徒の３０％とする。
生徒の自己実現をはかるため 「スクールカウンセラー配置事業」により，カウンセラーの
の教育相談の充実 協力を得て全学年，年５回の「面談週間」等を実施し，問題

の早期発見を図るとともに生徒の成長を援助する。
（基礎基本の重要な事柄なので，３年間同じ目標を掲げ，その定着を図る ）。


